
で読み解く小樽の歴史「北前船」 《第1回》

高野宏康

平
成
叩
小
樽
に
は
北
前
船
の
遺
産
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、

で
西
谷
回
漕
店
に
入
社
し
た
。

同
社
で
働
き
な
が
ら
、

ニ
浦
鮮
治
の
主
宰
す
る
小
樽
洋
画
研
究
所
に
通
い
、
本

そ
の

一
つ、

（
2
0
1
8
）
年
に
は
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
格
的
に
絵
画
を
学
び
始
め
た
。

の
転
勤
の
た
め
絵
画
修
行
は

2
年
ほ
ど
で
中
断
し
た
が
、

て
い
る
。

小樽商科大学

（
現

・
石
川
県
加
賀
市
）

治
初
年
代
に
玉
代
目
庄
八
が
小
樽
へ
進
出
後
、
大
き
く

正
治
と
絵
画
に
つ
い
て
頻
繁
に
手
紙
の
や
り
取
り
を
し

正
治
は
善
策
が
少
年
の
頃
か
ら
才
能
を
認
め
、

船
主

・
西
谷
家
は
、

宝
暦
叩

北前船主・西谷家と小樽（その1}
～画家・中村善策と西谷家のつながり～

旧
小
樽
倉
庫
を
創
設
し
た
北
前

同

7
年
、
神
戸
支
社
へ

で
創
業
し
た
老
舗
だ
が
、

（
1
7
6
0
）

年

に

橋

立

神

戸

で

の

4
年
間
、

明

会
に
出
品
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
頃
、

善
策
は
六
代
目

飛
践
し
、
新
た
な
業
態
へ
の
転
換
に
成
功
し
た
。

業
や
倉
庫
業
等
の
経
済
面
だ
け
で
な
く
、
小
樽
出
身
の

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

画
家

・
中
村
善
策
を
支
援
す
る
な
ど
、

平
成
初
年

7
月、

小
樽
の
文
化
に

西
谷
家
の
資
料
調
査
で
、
善
策
に

回
漕

善
策
は
小
樽
洋
画
研
究
所
の
展
覧

て
い
る
。

様
々
な
援
助
を
行
っ
て
い
た
。

善
策
が
画
家
に
な
る
た
め
に
上
京
を
決
意
す
る
直
前

の
半
年
間
、

小
樽
高
商
へ
向
か
う
地
獄
坂
の
脇
に
入
る

山
道
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
あ
る
虎
杖
の
生
い
茂
る

よ
る
西
谷
家
六
代
目
正
治
の
妻

・
貞
子
の
肖
像
画
が
発
山
荘
に
寵
も
り
、
絵
画
に
没
頭
し
た
。

こ
の
山
荘
は
正

小
樽

・
風
景
画
の
系
譜
」

見
さ
れ
、
市
立
小
樽
美
術
館
の
展
覧
会
「
中
村
善
策
と
治
が
厚
意
で
提
供
し
た
も
の
で
あ
る
。
半
年
問
、

い
て
描
い
て
か
き
ま
く

っ
た
」
善
策
は
、
疲
れ
た
時
は

月

M
日）

で
展
示
さ
れ
た
。
善
策
の
肖
像
画
作
品
は
点

（
平
成
初
年
目
月
初
日

1
2

正
治
か
ら
も
ら
っ
た
文
学
書
や
詩
集
を
読
み
ふ
け
っ
た
。

数
が
極
め
て
少
な
く
、
貞

子

を

描

い

て

い

る

こ

と

は

西

同

日

年
、
家
出
同
然
で
上
京
し
た
善
策
は
、
先
輩
の
小

樽
で
活
躍
し
た
彫
刻
家

・
中
野
五

一
の
世
話
に
な
り
つ

善
策
は
、

谷
家
と
の
関
わ
り
の
深
さ
が
伺
え
る
。

小
樽
実
業
補

小
樽
区
堺
小
学
校
高
等
科
、

習
学
校
を
卒
業
後
、
大
正

5

た
も
の
で
あ
る
。

（
1
9
1
6
）
年
、

昭
和
3

（
1
9
2
8
）
年
、
善
策
は
郷
里
の
先
輩
の

小
樽
の

勧
め
で
結
婚
し
、

若
竹
町
に
新
居
を
か
ま
え 歳

っ
、
翌
年
、

二
科
展
に
初
入
選
。
さ
ら
に
翌
年
に
は

挙

3
点
入
選
を
果
た
し
た
。

こ
の

3
点
は
山
荘
で
描
い

た
。
当
時
、
近
所
に
小
林
多
喜
二
が
住
ん
で
お
り
、

策
の
家
を
頻
繁
に
訪
れ
、
親
交
を
深
め
た
。
多
喜
二
の

実
家
の
パ
ン
屋
か
ら
は
毎
日
パ
ン
が
届
け
ら
れ
て
い
た
。

六
代
目
正
治
は
父
玉
代
目
庄
八
に
反
発
し
、

同
家
の

五
代
目
庄
八
に
よ
り
、

こ
の
新
居
は
西
谷
家
海
運
業
は
衰
退
し
て
い
っ
た
が
、

7J、

術
家
を
理
解
し
、
支
援
し
た
。
善
策
の
絵
画
は
、
北
前

たっ
て
同

社

所

有

の

工

場

だ
っ
た
空
き
家
を
借
り
受

け
た
も
の
で
、
小
樽
築
港

旧小樽倉庫（明治23-27年築）

駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ
た
。

同
年
夏
、
こ
の
家
か
ら
の

展
望
を
描
い
た

「
北
国
風

景
」
が
二
科
展
に
入
選
し

中村善策による西谷貞子の肖像画。
1920年頃の作品。市立小梅美術舘蔵。

善
策
た
ち
小
樽
の
芸

船
主
と
小
樽
の
文
化
の
つ
な
が
り
を
象
徴
す
る
遺
産
の

一
つ
と
い
え
る
。
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